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去る６月30日､ 青森市・アラスカにおいて､ むつ湾漁業青色申

告会連合会の創立30周年記念祝賀会が開催された｡

祝賀会では､ 同日､ 通常総会で新しく会長に選任された山口隆

治会長 (後潟青申会) が ｢本連合会は､ むつ湾内の漁業青色申告

会の指導連絡を図り､ 青色申告を基礎とした税務､ 経理及び経営

の調査研究並びに指導を行うと共に納税道義の向上に資すること

を目的として､ 昭和51年４月に設立されました｡ 近年､ 漁業を取

り巻く情勢は､ 大型クラゲの襲来による被害や燃油高騰問題等､

漁業者にはますます厳しい経営に立たされている状況にあります

が､ 漁業の盛衰が直接反映する納税に係わっている本連合会は､

30周年を迎えるにあたって､ 今後とも納税節約の研究と共に､ 適

正な納税による社会貢献を念頭に会員の皆様を支援して参る所存

です｡｣ と主催者挨拶を行った｡

この後､ 永年役員功労表彰として､ 永年に亘り連合会の役員を

務めた９名を代表して前田昌夫・前会長に表彰状が贈呈された｡

続いて､ 植村正治県漁連会長による乾杯で祝宴に移り､ 三津谷

廣明むつ振会長の中締めで盛会裡に終了した｡
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